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災害復興・コロナ対策重点に 
1,552.8億円新年度予算を可決 
希望ある未来につなげる安全・安心予算がテーマ 

 

３月市議会定例会は新年度予算案をはじめとする７７の議案を原案通り可決し、３月２２日に閉会

しました。 

１５５２．８億円の新年度予算は、台風災害からの復興やポストコロナ社会を見据え、市民生活の安

全確保と未来に向けて安心を実感できるよう「希望ある未来につなげる安全・安心予算」がテー

マとされています。 

市長は、予算編成に当たり「災害復興を加速させつつ、新型コロナウイルスワクチン接種や検査

体制の確保などの感染症対策をしっかりと実施した上で、消費喚起を目的とした推し店プラチナ

チケット第２弾の発行など地域経済の活性化と事業者支援にも力を入れた」とします。 

コロナ禍の影響により税収が大きく落ち込む中、予算編成にあたり 20％減の厳しいシーリング

（概算要求基準）を設け施策・事業を絞り込んだことや財政調整基金（貯金）の取り崩しによって、

災害前の予算規模を確保したものといえます。賑わい創出も大事ですが、まずは市民の命と暮ら

しを守ることを最優先にすべきと考えます。【下表は主な事業】 

コロナ対策７．４億円 災害復興５１．６億円 スマートシティ６．５億円 賑わい創出３９．０億円 
ワクチン接種１９億／ＰＣＲ

検査拡充１．７億／病院・診

療所の感染防止補助１億／

生活困窮者住宅確保／推

し店プラチナチケット６．８億 

災害公営住宅整備１７．５億

／被災者の見守り相談支

援／仮設住宅の運営／豊

野・長沼の施設復旧１．９億

／豊野消防分署整備１．６億 

起業支援や新産業創出／

ＳＤＧｓゼロカーボン推進／

スマート農業推進／ＩＣＴを

活用したスマートシティ推

進など 

２２年善行寺御開帳に向け

たプレイベント１億／城山公

園・茶臼山動物園の再整備

／飯綱高原山の駅２億／若

穂スマートインター１．３億 
 

ワクチン接種をはじめコロナ対策を最優先に、生業の土台を支える支援へ 
新型コロナ対策の切り札として期待されるワ

クチン接種は、医療従事者先行で始まり、４月中

旬から高齢者への接種が予定されますが、国の

ワクチン調達見通しが不明確で、１６歳以上の国

民全体に行き渡るまでにはかなりの期間が必

要となるでしょう。変異ウイルスの蔓延も懸念さ

れます。 

病床が逼迫しないよう、医療現場の支援、検

査機能の強化と拡充は喫緊の課題です。特にＰ

ＣＲ検査は現在の防疫的検査から、症状に関わ

らず誰でも何時でも公費で検査が受けられる

社会的検査に転換させることが重要であると

考えています。最前線で患者のケアにあたる医

療従事者への支援や給付も、さらに必要になる

でしょう。 

飲食や観光関連、公共交通の事業者らが経

営難に苦しみ、SOS を発し続けています。生業の

土台を支えなければなりません。 

コロナ禍で、閉塞感に覆われ苦境と疲弊にあ

えぐ市民生活に安心と希望の光を届けること

ができるか、これが新年度予算の背骨にするこ

とが問われているのではないでしょうか。 

自殺が増えています。引きこもり・不登校が増

えています。生活困窮者が増えています。失業

者が増えています。人権侵害が増えています。 

市民の命と暮らしを守り、一人一人の苦難と

不安に応えるためには、「自助」ではなく「公

助」の出番が不可欠です。 

新年度予算が、コロナ禍にあって、生活を取

りもどす「光」となるよう願い、予算の執行を検

証し、優先順位に応じた柔軟な活用を求めてい

く所存です。
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行政職登用の教育長人事に同意 

子どもの学び最優先を求め討論 
 

新年度予算案など議案を原案通り可決した３月

議会最終日の焦点の一つが新教育長の人事案でし

た。教育長は議会の同意のうえで市長が任命する

ことになっています。 

教育行政経験のない行政職（現職の商工観光部

長）を登用する是非が問われる中、議会は同意賛成

多数で可決しました。長野市では行政職からの登用

に前例がありますが、私は教員経験者、教育現場か

らの登用が望ましいと考えています。会派で協議し

消極的賛成としました。 

懸念が残るからです。教育経験のない行政職から

の登用で、学校施設の在り方、小中学校の上からの

統廃合が優先され、発達段階に応じた子どもたちの

多様な学びの保障が疎かになりはしないかという

点です。市長の任命説明では、子どもたちの学び、

育ちに関する長野市教育行政の根幹が語られませ

んでした。 

会派の意見を明らかにするため、賛成討論に立ち、

「無条件にもろ手を挙げて同意・賛成するものでは

ない」とのスタンスを明確にしたうえで、主役である

子どもたち、学校長をはじめとする教職員、PTA 保

護者との揺らぐことのない信頼関係を築き、教育行

政の要である教育長の責任を果たすよう正しまし

た。市長及び新教育長に釘を刺すための討論です。 

同意したものの前途多難です。６月議会で所属す

る経済文教委員会で相まみえることになります。厳

しくチェックしていきます。

消費喚起へ…推し店プラチナチケット第２弾に６．８億円 
コロナ禍で冷え込む市内経済の活性化、消費喚

起に向け、推し店プラチナチケット第２弾を実施する

ことに。好評だった昨年の取り組みを踏まえ、事業

を１．５倍に拡大。発行総額１５億円で、１冊５，０００円

（内プレミアム２，０００円分を市が補助）のチケットを

３０万冊発行します。チケット購入はお店ごとになり

ます。 

実施時期は７月以降を予定していますが、コロナ

の感染状況を見極めて慎重に判断するよう求めま

した。 

高齢者のＰＣＲ検査…自己負担４，５００円で市民病院、松代総合病院で 
重症化リスクの高い高齢者や基礎疾患を有する

者（無症状者）で希望者が対象です。かかりつけ医

の診断書が必要です。市民病院では抗原定量検査

（唾液）を昨年１０月から、松代総合病院はＰＣＲ検査

（唾液）が今年２月から実施されています。いずれも

自己負担４，５００円です。 

市民病院は７，５００円（検査料１２，０００円）を、松代

総合病院では１５，５００円（検査料２０，０００円）を市が

助成します。申し込みは病院へ。 

全額自己負担であれば誰でも検査を受けること

ができます。私は、コロナを封じ込めるためには、何

時 で も

誰 で も

公費でＰ

ＣＲ検査

が受けら

れるよう

にするこ

と が 必

要 だ と

提案し続

けていますが、実現できていません。 

小・中学校のトイレ洋式化進む…さらに計画的整備を 
３月補正予算で

小学校７校３０カ

所、中学校７校３０

カ所でトイレの改

修・洋式化が進む

ことに。 

国庫補助の採

択により、昨年１２

月補正予算での５校５棟分５億６，３２０万円とあわせ

８億６，３００万円余を充当します。 

改修工事はいずれも夏休み以降になります。洋

式化率はＲ３年度末で 67.3％（現状は 57.7％）に。 

ようやくの感がありますが、学校の長寿命化工事

に合わせ、更に計画的にトイレ洋式化を進めること、

避難所となる学校体育館のトイレも洋式化すること

を強く求めました。

３月議会 
トピックス 
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ＳＤＧｓ推進…２０５０ゼロカーボン実現に着手 
 異常な気候変動の原因である地球温暖化に歯止

めをかけなければなりません。ＳＤＧｓ（国連で採択さ

れた１７の「持続可能な開発目標」で２０３０年までに

達成を目指す地球人類の目標）を推進していく観点

からも、国・県が目指す２０５０年ゼロカーボン実現の

取り組みを加速させていくことが重要です。 

 Ｒ４年４月の長野市環境基本計画の改定に先駆け、

ゼロカーボン推進事業に着手します。太陽光や間伐

材を利用する再生可能エネルギーの活用をはじめ、

公共交通の利用やマイバッグなどの省エネルギー

行動の推進が課題です。有効な施策展開に向け、具

体的な提案に取り組んでいく所存です。 

 

不採算のアルピコ３路線…廃止代替バス路線で存続へ 
アルピコ交通㈱が自主運行による路線維持が困

難として、不採算バス路線＝３路線（犀北団地線・小

市団地線・北屋島線）の廃止を申し入れていた問題

で、市は赤字分を補填する廃止代替バス路線として

存続させることになりました。コロナ禍によるバス利

用者の激減によるものです。安茂里地区内の２路線

が対象に。 

市は、朝夕の通勤・通学時間帯には一定の利用が

あり、路線の存続が求められると判断、市が補助金

を交付し「廃止路線代替バス」として維持、市民の足

を確保するとしたものです。年間補助金は３路線計

で約３，２００万円に。７月までに事業者・該当地区と協

議の上、運行の見直し、利用促進策を検討し、１０月

から廃止代替バスの運行に移行する予定です。 

路線の存続を強く求めてきた私としては、市民の

足を守るため、路線バスを存続させる市の決定を評

価します。減便やダイヤ見直しを注視しつつ、安茂

里地区内の公共交通網の検討や利用促進にむけ、

地域の皆さんと一緒に知恵を絞りたいと思います。 



 ★詳しい情報はホームページ・ブログ＝http://www.nunomeyukio.jp/をご覧ください             ２０２１年春号・布目ゆきお市政直行便ＮＯ．５４ 

- 4 - 

 

編集後記◆収束が見えないコ

ロナ禍。ワクチン効果に期待。３

蜜回避、うがい・消毒の徹底で

ご自愛を。◆久々の直行便。イ

ンターネット環境がある方は布

目ブログで◆参院補選…市民

と野党の共闘の力、発揮したし

◆秋には市長選挙…現職の意

向はまだ霧の中、見極めたし◆

春を謳歌したいものです(布) 

 

長年の提案実る…「公契約等基本条例」４月施行に 
長年にわたり制定を求めてきた条例が実りました。昨

年１２月議会で可決した「公契約等基本条例」です。今年

４月（労働環境報告書の提出等は１０月）から施行されま

す。目的は公契約等の公正性・競争性・透明性を向上さ

せ、市民に良好な公共サービスを提供するとともに、公

契約に従事する労働者の賃金や労働環境の向上を図る

ことです。 

そのために、元請けと下請業者との対等な立場での

合意に基づいた契約を求め、下請業者に至るまで、適正

な労働環境が確保されるよう、賃金などの労働条件や

安全衛生などについて報告書の提出を義務付けるとも

に、法令違反等の疑いがある場合には、労働者が市に申

出ができる仕組みを設けています。公契約に携わるすべ

ての労働者が対象で、一人親方や派遣労働者も含まれ

ます。 

理念条例とはいえ、とても意義のある条例です。私が

求めてきた「市独自の賃金下限額の設定・導入」は実りませんでしたが、大きな一歩前進です。この条例が、

元請け段階から下請け・孫請けの事業者のすべての労働者に適正な賃金の支払い等が行き渡るよう、運用

をチェックするとともに、より実効性ある条例への見直しに取り組みます。 

約１４０の医療機関・かかりつけ医でワクチン接種に 
ワクチン接種は医療従事者に続き、4 月中旬から

は高齢者への接種が始まるとされています。長野市

では、市内約１４０カ所の医療機関＝「かかりつけ医」

や診療所などで行う「個別接種」を基本にして、「集

団接種」も行います。詳細は市から郵送される接種

券と案内をご覧ください。かかりつけ医や身近な医

療機関などに事前に電話し、予約してから接種する

ことになります。カギは国がワクチンの供給計画の

具体を早期に市町村に明示し、市町村が混乱なく接

種体制を進められることです。

 

長野市の監査委員は、

行政運営に優れた識見

を有する者２人と議会選

出の２人、計４人で構成

されます。 

監査委員は市の執行

機関で、主に財務に関す

る事務について、法令に

違反していないか、効率

的に行われているかを監査するとともに、市の施

策・事業が市民益にかなっているかを検証します。 

市行政のお目付け役です。市民目線でしっかり取

り組みます。昨年１０月に就任し、任期は今年９月まで

です。【写真は市長からの辞令交付】 

 でも、監査委員は守秘義務が課され、長野市議会

では本会議での質問を行わないことを慣例にして

おり、本会議質問ができません。やや欲求不満が募

りますが、委員会等で頑張ります。 

委員会は経済文教委員会、災害対策調査研究特

別委員会に所属しています。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公契約とは…国や自治体が、行政の目的を

遂行するために民間企業や民間団体と締結す

る契約のこと。市が発注する建設土木工事の請

負契約や公共施設の清掃・警備などの業務委

託契約のことです。 

長野市ワクチン接種コールセンター 

２２５－５６７０（コロナゼロ） 
月曜～土曜日 8:30～18:00 

 
市の監査委員を務めています 

安茂里小市の旧海軍壕の保存公開。戦争史

跡として文化財指定を市に要望しています。 

安茂里版「子ども食堂」、あもはぐの取り組み

を応援。毎月第２第４土曜、安茂里公民館で。 


